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国語(現代文)  広島大学 法・医・歯・総合科学部 国際共創  前期日程 1/3 

＜総括＞ 出題数 現代文 3題･古文  題･漢文  題 試験時間  120分 

例年通りの評論が出題された。（前年は随筆） 

 

 

 
 

＜本文分析＞ 

大問番号 第一問 現代文 

出  典 

（作者） 
「自助努力を否定する社会」（曽我 享） 

頻出度合 

・的中等 
なし 

分  量 

前年比較 

 

  分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 約3,610字（2025年 5,380字） 

難  易 

前年比較 

 

 難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

＜大問分析＞ 

大問 ジャンル 設問 設問形式 難易度 コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 

一 評論 問一 

問二 

問三 

問四 

問五 

問六 

問七 

問八 

記述 

論述 

論述 

論述 

論述 

抜き出し 

論述 

論述 

標準 

標準 

標準 

標準 

やや難 

標準 

標準 

標準 

漢字の書き取り。従来通り５問。 

「過程」に留意して答える。 

「鎖が張り巡らされ」の表現に留意する。 

後ろの文脈をまとめる。 

設問意図がつかみにくい。 

文脈を広くたどる。 

前の文脈を簡潔にまとめる。 

設問条件（「自助努力」「個人の主体性」を用いる） 

にあわせて、字数制限内にまとめる。 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

・様々な評論文に読み慣れておこう。 

・必ず出題される漢字は、日頃から対策しておこう。 

・150字程度の記述の練習をしておくこと。 
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国語(現代文)  広島大学 法・医・歯・総合科学部 国際共創  前期日程 2/3 

＜総括＞ 出題数 現代文 3題･古文  題･漢文  題 試験時間  120分 

本文がさらに長文化し、象徴的な表現を読んで考えさせる設問もあった。 

 

 

 
 

＜本文分析＞ 

大問番号 第二問 現代文 

出  典 

（作者） 
『あまりに碧い空』（遠藤 周作） 

頻出度合 

・的中等 
頻出作家 

分  量 

前年比較 

 

  分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 約4,850字（2025年 4,050字） 

難  易 

前年比較 

 

 難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

＜大問分析＞ 

大問 ジャンル 設問 設問形式 難易度 コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 

二 小説 問一 

問二 

問三 

問四 

問五 

問六 

問七 

抜き出し 

論述 

論述 

論述 

論述 

論述 

論述 

易 

標準 

標準 

標準 

標準 

標準 

やや難 

物語の展開、場面の変化に注意する。 

「少女の姿」に注目して考える。 

「少女もまた」という表現から考える。 

「杉」の当時の生活環境をふまえる。 

直前の「その影をみると」が手がかり。 

端的にまとめる必要がある。 

「碧空のようだ」にこめられた意図をよみとって解答 

に反映させる。 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

・幅広く小説を読み記述の練習をしておく。 

・比喩表現や象徴表現に慣れておく。 
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国語(現代文)  広島大学 法・医・歯・総合科学部 国際共創  前期日程 3/3 

＜総括＞ 出題数 現代文 3題･古文  題･漢文  題 試験時間  120分 

文章量が多く、内容も読み取りづらいので、解答に苦労する設問が複数あった。 

 

 

 
 

＜本文分析＞ 

大問番号 第三問 現代文 

出  典 

（作者） 
『言葉だけの場所』（三木 那由他） 

頻出度合 

・的中等 
なし 

分  量 

前年比較 

 

  分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 約4,740字（2025年 2,050字） 

難  易 

前年比較 

 

 難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

＜大問分析＞ 

大問 ジャンル 設問 設問形式 難易度 コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 

三 評論 問一 

問二 

 

問三 

問四1 

問四2 

問五 

 

論述 

論述 

 

抜き出し 

抜き出し 

論述 

論述 

 

やや難 

標準 

 

標準 

標準 

やや難 

難 

 

理由説明であることに注意する。 

理由説明に注意し、傍線部の前後だけでなく、文脈を

広く読みとること。 

「問題提起」であることに注意する。 

「立場」が問われていることに注意する。 

傍線部の前後の文脈をていねいに捉えること。 

最終段落に注目し、設問に応じた答案になるように 

工夫すること。 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

・様々なタイプの文章（エッセイを含む）を読んでおこう。 

・100字前後の論述にも慣れておこう。 

 


